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大阪体育学会 平成 23 年度（2011 年度） 第 1 回 理事会（通算 132 回） 
 
期日；平成 23 年（2011 年）４月 15 日（金）18：30～ 
会場；大阪体育大学アネックス ４階会議室 
理事会構成員；理事 33 名，監事２名（35 名） 
出席；伊藤，佐川，新宅，中塘，荒木，飯田，石川，伊藤み，北田，佐伯，田中，津田，淵本，増原， 

三村，矢野（16 名） 
欠席；熊本，河鰭，後藤，清水，灘，豊岡，三浦，三木，三野，溝畑，宮側，安田，小松（13 名；委任状 13） 

    （以上，敬称略） 
 
<報告承認事項> 
１．平成 22 年度（2010 年度）第６回 理事会 （通算 131 回）議事録（案）の承認（資料１） 
   荒木理事長より平成 22 年度（2010 年度）第６回理事会議事録の確認がなされ，理事会で承認された． 

 
２．平成 22 年度（2010 年度）総会 議事録（案）の承認（資料２） 

荒木理事長より平成 22 年度（2010 年度）総会 議事録の確認がなされ，理事会で承認された． 
 

３．大阪体育学会第 49 回大会について 
三村理事より，大阪体育学会第 49 回大会には 130 名が集まったことが報告された．また，大阪体育

学会が，今後，大阪府，大阪市，堺市の教育委員会と協力してやっていくために，学会内で組織作り

していくことが確認された． 
 
４．大阪体育学会第 50 回大会について 

中塘理事より，大阪体育学会第 50 回大会の日時など（資料４②）をホームページにアップすること

が報告された．また，学生企画による発表締め切りなどは，別途検討することが報告され承認された． 
 12 月 17 日の理事会で座長など最終確認することが確認され承認された． 
 
５．各種委員会からの報告 

荒木理事長より，会報 46 号がホームページ上にアップされたことが報告された． 
津田理事より，企画委員会で今後企画の検討を行うことが報告された． 
中塘理事より，大阪体育学会第 49 回大会で発表された方に投稿の依頼状を出したことが報告された． 

  
６．領域別研究会からの報告 

(1) 領域別研究会の開催 

   荒木理事長より，下記の健康領域研究会が盛大に行われたことが報告された． 

健康領域研究会；大阪市立大学都市健康・スポーツ研究センターとの共催事業 

「健康・スポーツアカデミー特別企画；Why do young women faint?」 

講師；Qi Fu, M.D. Ph.D. （テキサス大学ダラス校） 
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７．名誉会員について 松浦道夫氏（桃山学院大学）の授与日程について 
  荒木理事より，松浦氏と連絡を取り，名誉会員証を郵送するかどうか確認することが報告された． 
 
８．その他 
  (1) 東日本大地震関連 

①大阪体育学会第 49 回大会での義援金 66,000 円を日本赤十字社に送金したことが報告された． 
②被災状況調査の結果について 

荒木理事長より，日本体育学会の山西会長よりメール配信された被災状況について報告がなされた． 
 

  (2) 学会ＨＰについて 
    ①規程の PDF 化について（広報委員会） 

ワードで書かれた規程全文を広報委員 新宅理事が作成し，ホームページ運営会社が PDF 化し，ホ

ームページにアップすることが確認された． 
  (3) 兼業依頼（小松先生）の申請 
  
  (4) 特別事業「なにわのスポーツ史」編纂について 

    田中理事より，3 月 29 日に委員会が行われたことが報告され，「なにわのスポーツ史」研究会を発足

し，今後の計画について検討していくことが確認された． 
 
<審議事項> 
１．Ｈ22 年度 決算報告について 

荒木理事長より，次回の理事会で決算書を提出することが確認された． 
 

２．委員会の構成について（資料３） 
荒木理事長より，各委員会の構成について提案され，承認がなされた． 

 
３．Ｈ23 年度 年間スケジュールについて（資料４） 

  荒木理事長より，Ｈ23 年度の理事会の年間スケジュールについて提案され， 
 承認がなされた． 
 

４．「役員選出方法に関する規程」について（資料５） 
 荒木理事長より，“選役員選出方法に関する規程”に関して，資料５が提案され，承認がなされた． 
 
５．領域別研究会の活動について 

 
６．その他 

伊藤会長より，日本体育学会からの支部会費について，支部の統合により一律 5 万円から変更され

ることが報告された．平成 23, 24 年度は 67,800 円になることが報告された． 
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伊藤会長より，日本体育学会の国際誌 ”IJSHS”と国内誌 ”体育学研究” のすみわけについて話し合

われていることが報告された．体育学研究と大阪体育学研究のすみわけについても検討して必要があ

るのではないと提案された． 
 

津田，田中，北田，飯田理事より，企画委員会・領域別研究会でのアイデア，特に子供の体力 
についての議論された． 
 

次回 第２回理事会 Ｈ23（2011）年 7 月 2 日（土）大阪体育大アネックス 18：00 ～ 

 


